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 論文審査の結果の要旨
 岡本敏明提出の論文は,0.5～3keVのH一イオンが希ガス原子,あるいはN2,CO,CO2,C2H2,
 02,NOなどの分子と衝突するときに起こる電子離脱過程について,離脱電子のエネルギー測
 定の結果に基づいて考察を加え,H一イオンと分子との衝突における過渡的分子陰イオンの生成
 過程についての知見を得ることを目的として行った研究について述べたものである。これらの
 陰イオン衝突における電荷移行過程の研究の結果は,分子イオンの生成・崩壊の動的過程につ
 いて重要な知見を与えるものとして,極めて重要であるが,これまで組織的な研究はほとんど
 行われておらず本研究が実質上最初のものである。
 本論文は4章からなり,第1章は序論で本研究の目的および意義について述べてある。第2
 章は本研究に用いた装置の細部にわたって記述してある。この研究は極めて特殊な研究である
 から,実験装置および測定システムの重要部分はすべて自家製である。とくに低エネルギー電
 子のエネルギー分析器の精度の向上に努力が払われている。第3章は実験結果とその解析に当
 てられている。まずH一イオンと希ガス原子の衝突では直接離脱過程のみが起こると結論され
 た。しかし,そのスペクトルの分布およびエネルギー依存性について明解な解釈は得られなかっ
 た。ついで本研究で対象とした分子を三つのグループに分類し,各グループについて得られた
 離脱電子エネルギー・スペクトルの特性について述べている。最後にこれらのスペクトルの解
 析から,分・子陰イオンの電子離脱過程ではWignerの敷居値則が重要な役割を果すことを見出
 した。第4章では,第3章で得られた実験結果についての考察が行われ,H一イオンとの衝突に
 より生成する過渡的分子陰イオンからの電子離脱が,直接離脱か,自動離脱か,あるいは両者
 が共存するかは当該陰イオンの寿命と密接に関連すると結論している。
 以上の成果は,岡本敏明が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示すものである。よって岡本敏明提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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